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◆公共工事等における新技術活用システム（概要）◆
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◆ ＮＥＴＩＳの掲載期間 ◆

◇ＮＥＴＩＳへの掲載期間は、ＮＥＴＩＳに掲載された日の翌年度の４月１
日から起算して５年を経過した日までとする。

◇活用効果評価で（：－VE）と判断された技術は、当初にＮＥＴＩＳに登録
した日の翌年度の４月１日から起算して１０年を経過した日までとする。

◇活用効果評価で（：－VR）と判断された技術は、ＮＥＴＩＳ（評価情報）
に反映した日の翌年度の４月１日から起算して５年を経過した日までとす
る。ただし、２回目以降の活用効果評価で（：－VR）と判断された技術に
おいても当初にＮＥＴＩＳに登録した日の翌年度の４月１日から起算して
最大１０年を経過した日までとする。

◇ＮＥＴＩＳへの掲載期間は、ＮＥＴＩＳに掲載された日の翌年度の４月１
日から起算して５年を経過した日までとする。

◇活用効果評価で（：－VE）と判断された技術は、当初にＮＥＴＩＳに登録
した日の翌年度の４月１日から起算して１０年を経過した日までとする。

◇活用効果評価で（：－VR）と判断された技術は、ＮＥＴＩＳ（評価情報）
に反映した日の翌年度の４月１日から起算して５年を経過した日までとす
る。ただし、２回目以降の活用効果評価で（：－VR）と判断された技術に
おいても当初にＮＥＴＩＳに登録した日の翌年度の４月１日から起算して
最大１０年を経過した日までとする。

◆「『公共工事等における新技術活用システム』実施要領」に基づく
申請書類の審査を実施し、確認出来た新技術についてＮＥＴＩＳへ登録
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（全ての活用型を含む）

●平成27年度の活用延べ新技術数2,172件のうち、活用件数上位39技術の新技術は以下のとおりで
す。

活用件数の多い新技術（平成27年度）

順位 NETIS登録番号 技術名 副題 工種
有用な技術

（平成28年6月末現在）

1 KT-070054-VE ジョインテックスCT-400 洗い出し不要の打ち継ぎ処理剤 コンクリート工 活用促進技術

2 KT-060150-VE
3次元設計データを用いた計測及び誘導
システム

計測及び誘導システム 調査試験 準推奨技術

3 CB-100037-VE
軽トラック積載対応型屋外可搬式トイレユ
ニット

車載トイレ 仮設工

4 CB-080028-VE とまるくん(普通車用)・(大型車用) 道路工事現場での車両進入によるもらい事故防止。 道路維持修繕工

5 KT-090046-VE 法面2号ユニバーサルユニット自在階段 ユニット型昇降設備 仮設工
推奨技術
設計比較対象技術

6 KT-010018-VR Tヘッド工法鉄筋 過密鉄筋の施工性改善 コンクリート工

7 KT-140091-A
インテリジェントマシンコントロール油圧
ショベル

機体制御とICTの技術を活用したセミオート制御機能搭載油
圧ショベル

土工

8 KK-990050-VE ディスパライト(CR、ER、DV、DV-S) コンクリート打継目処理剤 コンクリート工

8 KT-990421-V 3次元マシンコントロールシステム3D-MC 建設機械制御システム 土工

8 KT-100006-V
転圧管理システム GEO-PRESS (ジオプ
レス)

TSやGPSを用いた、盛土工事における締固め回数の管理を
行うシステム

土工

11 KT-150006-A
脂肪族系鉄筋防錆剤「サビラーズ」「ハイ
サビラーズ」

コンクリートとの付着を阻害しない鉄筋の防錆剤 コンクリート工

12 KK-980055-VE キャスポル 簡易支持力測定器 調査試験 準推奨技術

12 KK-100077-VE EX-TREND武蔵 建設CAD
本技術は、切土・盛土などの数量を自動で取得でき、集計表
や塗り潰しなども簡単に行うことができるため作業効率の向
上が期待できる。

ＣＡＬＳ関連技術

12 KT-110001-VE ブリード・ボンド工法 コンクリート打継処理工法 コンクリート工 活用促進技術

15 CG-080014-VE トリガージョイント 止水性能を有するコンクリートひび割れ誘発目地材 コンクリート工 活用促進技術

15 KK-100021-VE ソーラー式LED表示機 ソーラー充電式バッテリーによるLED文字・映像表示装置 その他 設計比較対象技術

15 QS-110023-V
移動式ネットワークカメラ「モニタリングミッ
クス」

簡単に移動ができるネットワークカメラ、遠隔操作で広範囲
をリアルタイムの動画で見れるシステム

電気通信設備 設計比較対象技術

18 TH-090016-V
超低騒音仕様油圧ブレーカを用いた解
体・掘削工法

SS-boxの開発による超低騒音化、低振動化の実現 共通工 活用促進技術（旧）

18 CG-110011-VE 後方監視カメラ搭載油圧ショベル
運転席右前方のモニタ画面で後方の安全確認ができ、ヘッ
ドガード一体型キャブを搭載した油圧ショベル

土工

20 SK-080001-VE
塗布型高性能収縮低減剤「クラックセイ
バー」

コンクリート表層部収縮低減、水分逸散抑制によるコンク
リート構造物のひび割れ抑制技術

コンクリート工 活用促進技術

20 SK-080003-VE
コンクリートひび割れ低減用ネット「ハイ
パーネット60」

耐アルカリ性ガラス繊維ネットを用いたコンクリート構造物の
ひび割れ低減技術

コンクリート工 活用促進技術

20 TH-100008-V
TS・RTK-GPSによる転圧管理システム
(GPRoller)

TS・RTK-GPSを用いた締固め機械の転圧管理システム 土工

20 KT-100078-V ソーラーキングシリーズ
太陽光を利用して2色のLEDを点滅させ、通行人や運転者等
に警告を発するソーラー式工事灯

仮設工

20 CB-110014-VE コンクリート保水養生テープ コンクリート表面の緻密化と強度向上に寄与するテープ コンクリート工

25 CB-050040-VE
ガードレール・ガードパイプ 自在R連続基
礎ブロック

ガードレールカーブ対応型連続基礎 付属施設 活用促進技術

25 QS-060012-VE スーパーテールアルメ工法
補強部材の最適配置と壁面部材の大型化を実現した補強
土壁工法

共通工

25 TH-070005-VE
カプセルプリズム型高輝度路上工事用標
示板(工事看板)

路上工事用標示板向けカプセルプリズム型高輝度再帰反射
シート

仮設工

25 KT-070038-VE MMA点字タイル 視覚障害者誘導用MMA樹脂製点字タイル 付属施設 活用促進技術

25 HK-100045-V グレードコントロールシステム
建設機械に取り付けたセンサからの情報を組み合わせ、
2D/3Dの設計データを参照しながら建設機械のコントロール
やガイダンスを行い、敷均し工・法面整形工・舗装工等を行う

共通工 活用促進技術（旧）

30 CB-980008-VE
残存型枠工法「残存型枠プロテロックピア
スワンダー」

施工性に優れたコンクリート製残存型枠 コンクリート工

30 CB-980118-VE 硬質地盤クリア工法 硬質地盤への矢板・杭の静的圧入工法 仮設工 活用促進技術

30 KT-980368-VE Qマット コンクリート用湿潤・保温養生マット コンクリート工 活用促進技術

30 HR-990005-VE サンタックスパンシール誘発目地材 止水機能を有するコンクリート誘発目地材 コンクリート工 活用促進技術

30 KK-070008-V
抵抗板付鋼製杭基礎(ポールアンカー100
型)

道路標識柱及び道路照明柱用基礎 基礎工
準推奨技術
活用促進技術（旧）

30 KT-090057-VE 作業員装着警報感知システム「みはり組」
重機に取り付けた発信装置と作業員装着の受信装置で、危
険エリアに作業員が入ると作業員と運転席の双方に警報を
発する双方向式の警報補助装置

その他

30 KK-100117-VE タフライト コンクリート・モルタル用ひび割れ抑制ファイバー コンクリート工

30 QS-120024-A
改良芝品種「エルトロ」・「ビクトール」を用
いたロール芝工法

維持管理コストを抑えた上での良質なターフの形成 共通工

30 KT-120088-VE ゼスロック 無溶接による鉄筋締結金具(場所打ち杭/鉄筋組立用) 基礎工

30 TH-140008-A
分解促進型タックコート工法(スーパータッ
クゾール工法)

路面温度5℃程度の低温でも早期に分解するタックコートを
実現する乳剤・促進剤・散布機械

舗装工

平成２８年３月末現在
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（全ての活用型を含む）
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（全ての活用型を含む）
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（全ての活用型を含む）
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（全ての活用型を含む）
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（全ての活用型を含む）
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（施工者希望型）

施工者希望型における活用件数の多い新技術（平成27年度）

●平成27年度に施工者希望型として活用された延べ新技術数1,752件のうち、活用件数上位30技術
の新技術は以下のとおりです。

平成２８年３月末現在

順位 NETIS登録番号 技術名 副題 工種
有用な技術

（平成28年6月末現在）

1 KT-070054-VE ジョインテックスCT-400 洗い出し不要の打ち継ぎ処理剤 コンクリート工 活用促進技術

2 KT-060150-VE
3次元設計データを用いた計測及び誘
導システム

計測及び誘導システム 調査試験 準推奨技術

3 CB-100037-VE
軽トラック積載対応型屋外可搬式トイレ
ユニット

車載トイレ 仮設工

4 CB-080028-VE とまるくん(普通車用)・(大型車用) 道路工事現場での車両進入によるもらい事故防止。 道路維持修繕工

5 KT-090046-VE 法面2号ユニバーサルユニット自在階段 ユニット型昇降設備 仮設工
推奨技術
設計比較対象技術

6 KT-010018-VR Tヘッド工法鉄筋 過密鉄筋の施工性改善 コンクリート工

7 KK-990050-VE ディスパライト(CR、ER、DV、DV-S) コンクリート打継目処理剤 コンクリート工

7 KT-100006-V
転圧管理システム GEO-PRESS (ジオ
プレス)

TSやGPSを用いた、盛土工事における締固め回数の
管理を行うシステム

土工

7 KT-140091-A
インテリジェントマシンコントロール油圧
ショベル

機体制御とICTの技術を活用したセミオート制御機能
搭載油圧ショベル

土工

10 KT-990421-V
3次元マシンコントロールシステム3D-
MC

建設機械制御システム 土工

11 KT-150006-A
脂肪族系鉄筋防錆剤「サビラーズ」「ハ
イサビラーズ」

コンクリートとの付着を阻害しない鉄筋の防錆剤 コンクリート工

12 KK-980055-VE キャスポル 簡易支持力測定器 調査試験 準推奨技術

12 KK-100077-VE EX-TREND武蔵 建設CAD
本技術は、切土・盛土などの数量を自動で取得でき、
集計表や塗り潰しなども簡単に行うことができるため
作業効率の向上が期待できる。

ＣＡＬＳ関連技術

12 KT-110001-VE ブリード・ボンド工法 コンクリート打継処理工法 コンクリート工 活用促進技術

15 KK-100021-VE ソーラー式LED表示機
ソーラー充電式バッテリーによるLED文字・映像表示
装置

その他 設計比較対象技術

15 QS-110023-V
移動式ネットワークカメラ「モニタリング
ミックス」

簡単に移動ができるネットワークカメラ、遠隔操作で
広範囲をリアルタイムの動画で見れるシステム

電気通信設備 設計比較対象技術

17 CG-080014-VE トリガージョイント 止水性能を有するコンクリートひび割れ誘発目地材 コンクリート工 活用促進技術

17 TH-090016-V
超低騒音仕様油圧ブレーカを用いた解
体・掘削工法

SS-boxの開発による超低騒音化、低振動化の実現 共通工 活用促進技術（旧）

17 CG-110011-VE 後方監視カメラ搭載油圧ショベル
運転席右前方のモニタ画面で後方の安全確認ができ、
ヘッドガード一体型キャブを搭載した油圧ショベル

土工

20 SK-080001-VE
塗布型高性能収縮低減剤「クラックセイ
バー」

コンクリート表層部収縮低減、水分逸散抑制によるコ
ンクリート構造物のひび割れ抑制技術

コンクリート工 活用促進技術

20 SK-080003-VE
コンクリートひび割れ低減用ネット「ハイ
パーネット60」

耐アルカリ性ガラス繊維ネットを用いたコンクリート構
造物のひび割れ低減技術

コンクリート工 活用促進技術

20 TH-100008-V
TS・RTK-GPSによる転圧管理システム
(GPRoller)

TS・RTK-GPSを用いた締固め機械の転圧管理システ
ム

土工

20 KT-100078-V ソーラーキングシリーズ
太陽光を利用して2色のLEDを点滅させ、通行人や運
転者等に警告を発するソーラー式工事灯

仮設工

20 CB-110014-VE コンクリート保水養生テープ
コンクリート表面の緻密化と強度向上に寄与するテー
プ

コンクリート工

25 TH-070005-VE
カプセルプリズム型高輝度路上工事用
標示板(工事看板)

路上工事用標示板向けカプセルプリズム型高輝度再
帰反射シート

仮設工

25 HK-100045-V グレードコントロールシステム

建設機械に取り付けたセンサからの情報を組み合わ
せ、2D/3Dの設計データを参照しながら建設機械のコ
ントロールやガイダンスを行い、敷均し工・法面整形
工・舗装工等を行う

共通工 活用促進技術（旧）

27 KT-980368-VE Qマット コンクリート用湿潤・保温養生マット コンクリート工 活用促進技術

27 KT-090057-VE
作業員装着警報感知システム「みはり
組」

重機に取り付けた発信装置と作業員装着の受信装置
で、危険エリアに作業員が入ると作業員と運転席の
双方に警報を発する双方向式の警報補助装置

その他

27 KK-100117-VE タフライト コンクリート・モルタル用ひび割れ抑制ファイバー コンクリート工

27 TH-140008-A
分解促進型タックコート工法(スーパー
タックゾール工法)

路面温度5℃程度の低温でも早期に分解するタック
コートを実現する乳剤・促進剤・散布機械

舗装工
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（施工者希望型）
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（発注者指定型）

発注者指定型における活用件数の多い新技術（平成27年度）

●平成27年度に発注者指定型としてとして活用された延べ新技術数420件のうち活用件数上位37技
術の新技術は以下のとおりです。

順位 NETIS登録番号 技術名 副題 工種
有用な技術

（平成28年6月末現在）

1 QS-060012-VE スーパーテールアルメ工法
補強材の最適配置と壁面材の大型化を実現した補強土壁
工法

共通工

2 CB-050040-VE
ガードレール・ガードパイプ 自在R連続
基礎ブロック

ガードレールカーブ対応型連続基礎 付属施設 活用促進技術

2 QS-120024-A
改良芝品種「エルトロ」・「ビクトール」を
用いたロール芝工法

維持管理コストを抑えた上での良質なターフの形成 共通工

4 KK-070008-V
抵抗板付鋼製杭基礎(ポールアンカー
100型)

道路標識柱及び道路照明柱用基礎 基礎工
準推奨技術
活用促進技術（旧）

5 CB-980118-VE 硬質地盤クリア工法 硬質地盤への矢板・杭の静的圧入工法 仮設工 活用促進技術

5 KT-070038-VE MMA点字タイル 視覚障害者誘導用MMA樹脂製点字タイル 付属施設 活用促進技術

7 KT-990459-VE 自走式土質改良機
移動型改良工法対応機(SR-P600/SR-P1200/SR-
G2000/SR2000G)

土工 設計比較対象技術

8 KK-020061-V アデムウォール 多機能で耐久性に優れたジオテキスタイル補強土壁 共通工
準推奨技術
活用促進技術（旧）

8 SK-060003-V プレガードⅡ プレキャストガードレール基礎 付属施設
準推奨技術
設計比較対象技術

10 KT-010117-VE ミストグリップ 溶融噴射式カラー塗装 舗装工

10 QS-110002-V アジャストーン
砕石場の副産物を規格化するとともに、コンクリート塊の再
利用を促進した材料である

共通工

10 KT-120088-VE ゼスロック 無溶接による鉄筋締結金具(場所打ち杭/鉄筋組立用) 基礎工

13 CB-980012-V
パワーブレンダー工法(スラリー噴射方
式)

浅層・中層混合処理工 共通工
推奨技術
設計比較対象技術

13 CB-980023-VE ソイルクリート工法 簡易吹付のり枠工 共通工 活用促進技術

13 KT-980205-V エポコラム工法(地盤改良工法) エポコラム-Loto工法(大口径φ2,500地盤改良工法) 共通工
準推奨技術
設計比較対象技術

13 TH-990034-VE
緑化テールアルメ(テラトレールF2,テラ
ヴェール)工法

緑化補強土壁工法 共通工

13 KT-990309-VE
SEEE永久グラウンドアンカー工法タイ
ブルアンカーU型

タイブルアンカーU型,タイブルアンカーM型 共通工

13 KT-990542-V 合成樹脂製多孔管 孔多くん 浅層埋設が可能な電線ケーブル地中化方式 共同溝工 活用促進技術（旧）

13 CB-010039-V
強壮雑草抑止用防草シート「チガヤ
シート」

チガヤ、ススキ、アシ、ヨシ、セイタカアワダチソウ等の強壮
雑草を完全抑止できる防草シート

道路維持修繕工 設計比較対象技術

13 QS-030004-VE リベ-スジョイント工法 路床・路盤工にFe石灰系処理材を用いた長寿命化舗装 舗装工

21 KK-980008-V
角型直接段積電線管 角型TACレック
ス

多条配管用 角型直接段積み管路材による省施工化 共同溝工

21 CB-980025-V
ダイプラハウエル管による道路下カル
バート工の設計・施工方法(高耐圧ポリ
エチレン管)

- 共通工
準推奨技術
設計比較対象技術

21 CB-980048-VE エポ工法 人孔鉄蓋後付・修繕工法 付属施設

21 CB-980093-V
地山補強土 『 PAN WALL(パンウォー
ル)工法 』

安全な逆巻き施工による急勾配斜面安定工法/表面保護
工にコンクリート板を用いた地山補強土工法

共通工 設計比較対象技術

21 KT-980135-VE LDis(エルディス)工法 低変位高圧噴射撹拌工法 共通工
準推奨技術
活用促進技術

21 KT-980624-VE FCB工法 気泡混合軽量土を用いた軽量盛土工法 土工

21 HR-990005-VE サンタックスパンシール誘発目地材 止水機能を有するコンクリート誘発目地材 コンクリート工 活用促進技術

21 KT-990247-VE KTB・引張型SCアンカー工法 防錆性能の優れた引張型アンカー工法 共通工

21 KK-020004-VE ライン導水ブロック-F型 小型水路内蔵型歩車道境界ブロック 付属施設 活用促進技術

21 KK-030022-VE ざぶとんわく裏込め工 法面における地山の不陸整形工 共通工

21 QS-030044-V スチール透水蓋工法
排水性舗装におけるスチール透水蓋を用いた側溝改造工
法

道路維持修繕工 設計比較対象技術

21 QS-040016-VE SEEE/KIT受圧板 グラウンドアンカー用鋼製受圧板 共通工 活用促進技術

21 CG-050010-V INSEM-SBウォール工法
砂防ソイルセメント工法(INSEM工法)による堤体内部材と機
能性に優れた外部保護材を組み合わせた複合構造形式の
砂防えん堤工法

砂防工

21 CB-050039-V グレーチングホルダー グレーチング飛散(跳ね上がり)防止金具 道路維持修繕工 設計比較対象技術

21 KT-050086-V ツイン・ブレードミキシング工法 中層混合処理工法 共通工
準推奨技術
設計比較対象技術

21 KT-080004-V 乾式ワイヤーソーイング工法
切削用冷却水を使用せず、汚泥も発生させないワイヤー
ソー切断工法

共通工

21 QS-130016-VE 固まる簡易舗装材 カタマSP 鉄鋼スラグを用いた散水・転圧で固まる簡易舗装材 舗装工 活用促進技術

平成２８年３月末現在
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（発注者指定型）
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
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◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（発注者指定型）

30



◆九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆
（発注者指定型）
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◆九州に登録され九州に本社を置く業者により開発された
新技術のうち、九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆

（全ての活用型を含む）

九州に登録され九州に本社を置く業者により開発された新技術のうち、
九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術 （平成27年度）

●平成27年度の活用延べ新技術数153件のうち、全62技術の新技術は以下のとおりです。

順位 NETIS登録番号 技術名 副題 工種
有用な技術

（平成28年6月末現
在）

1 QS-110023-V 移動式ネットワークカメラ「モニタリングミックス」
簡単に移動ができるネットワークカメラ、遠隔操作で広範囲をリアルタイム
の動画で見れるシステム

電気通信設備 設計比較対象技術

2 QS-030044-V スチール透水蓋工法 排水性舗装におけるスチール透水蓋を用いた側溝改造工法 道路維持修繕工 設計比較対象技術

2 QS-120019-VE ブッシュチョッパー&アースシェーバー 雑草雑木の粉砕及び回収装置 河川維持 活用促進技術

4 QS-110002-V アジャストーン
砕石場の副産物を規格化するとともに、コンクリート塊の再利用を促進し
た材料である

共通工

4 QS-130020-VR マンガ安全建設看板 ストーリー漫画標識ユニット 仮設工

6 QS-050019-VE サイクルハンマー工法(ロータリーテーブル式) 超高周波型エアーサイクルビットによるロータリーテーブル式大口径掘削 基礎工 活用促進技術

6 QS-080024-V 星型プラスチックスペーサ
コンクリートのひび割れ誘発を抑制し、ジャンカ発生の原因とならないプラ
スチックスペーサ

建築

6 QS-100022-VE GIコラム工法 軟弱地盤処理工(スラリー撹拌工) 共通工 活用促進技術

9 QS-030004-VE リベ-スジョイント工法 路床・路盤工にFe石灰系処理材を用いた長寿命化舗装 舗装工

9 QS-110005-V 横帯ブロック 横帯工用埋設型枠ブロック 河川海岸 活用促進技術（旧）

11 QS-090004-V WILL工法(スラリー揺動攪拌工) 中層混合処理工法 共通工 設計比較対象技術

11 QS-140005-A 小口止用サイドブロック 小口止用ブロックの積み上げによる安全性、施工性の向上 河川海岸

13 QS-100020-V 防音タイプ油圧ブレーカ TNB静音ブレーカ(USシリーズ)による静音化建設工事の実現 共通工

13 QS-110027-VE プロテックPコン
塩害・腐食性環境におけるコンクリート構造物の型枠組立締結具(海岸、
河川、水中、地下構造物等)

コンクリート工 活用促進技術

13 QSK-110003-VE 浚渫作業用汚濁防止枠 浚渫作業用汚濁防止装置 港湾・港湾海岸・空港

13 QS-130010-A ハンドガイド式草刈機ブッシュカッタージョージ 操縦者の安全性を向上させたハンドガイド式草刈機 河川維持

13 QS-150028-A PC横帯工ブロック「横づな」 省力化・省人化・効率施工 プレキャスト横帯工ブロック 河川海岸

18 QS-980106-V カメレオン 多自然護岸工 河川海岸

18 QS-980144-V KCライン側溝 街路型落蓋側溝、街路型自由勾配側溝 共通工

18 QS-980217-VE KCフォ-ム GRC製側溝用埋設型枠 コンクリート工

18 QS-000013-V MITS工法(CMSシステム) 中圧噴射機械攪拌工法 共通工 設計比較対象技術

18 QS-080003-V 鉄筋損傷防止型防護柵 既設橋梁用防護柵の取替え工法 付属施設 設計比較対象技術

18 QS-090001-VE Dコラム工法 機械攪拌式スラリー工法 共通工

18 QS-090025-VE 国産環境型レンガ 【火山灰及び浄水廃土を利用した保水透水舗装レンガ】 舗装工

18 QS-100004-V お陰石(RC-40) 人工再生クラッシャラン(石炭灰・廃石膏等を利用したもの) 舗装工

18 QS-110041-A KCスタンドフォーム 高性能FRC製埋設型枠 コンクリート工

18 QSK-110002-VE 土運船運航監視システム バージ船押航遠隔監視システム 港湾・港湾海岸・空港

18 QS-120011-VE 生コン車温度抑制対策『ファームバリア』プラス
生コン車ドラムの遮熱、温度上昇抑制による暑中コンクリートの品質低下
防止策

コンクリート工

29 QS-980053-VR 超軟弱土固化処理工法 マッドミキサーM-Ⅰ型 マッドミキサーM-Ⅰ型 共通工

29 QS-980054-VR 超軟弱土固化処理工法 マッドミキサーM-Ⅱ型 マッドミキサーM-Ⅱ型 共通工 活用促進技術

29 QS-980212-V CTB工法 法面削孔システム 共通工

29 QS-020007-V 情報BOX用鉄蓋のハイジャスター工法 高流動性無収縮モルタルの流し込み工法 共同溝工 活用促進技術（旧）

29 QS-030051-V Gr・L型擁壁 車両用防護柵基礎一体型プレキャストL型擁壁 共通工 設計比較対象技術

29 QS-050008-V エアーキッド工法 鉄筋挿入工における全エア駆動二重管式削孔工法 共通工 設計比較対象技術

29 QS-050011-V グラベール工法 団粒効果による法面侵食防止および植生促進 共通工 設計比較対象技術

29 QS-070009-V ケスタ 「多自然川づくり」に最適な覆土工法用ブロック 河川海岸

29 QS-070010-V 土路コン 景観土舗装
一般の生コン工場で材料を混練するため品質偏差が少なく、ソフトかつ耐
久性の高い土系舗装(改良土舗装)

公園 設計比較対象技術

29 QS-070019-VE 貼紙・落書き予防コーティング剤「Pioシリーズ」 貼紙予防と落書き予防の両方に対応できるコーティング剤 道路維持修繕工

29 QS-070021-V レインスルー 透水性アスファルト舗装用埋設蓋 共通工 設計比較対象技術

29 QSK-070003-V ケーソン製作用 BS工法 ケーソン製作安全化工法(内型枠組立組外・マス内清掃) 港湾・港湾海岸・空港

29 QS-080002-V 緑化基盤材「サンケイエコソイル」 焼酎かすと木くずを利用した完熟肥料成分入り緑化基盤材 共通工

29 QS-090023-VE マグファイバー工法 自然色防草土吹付工法 共通工

29 QS-090030-VE モルタル吹付工水抜き穴補強筋
モルタル吹付層の水抜き穴周辺のひび割れ抑制及び水抜きパイプ固定用
鉄筋

共通工

29 QS-090040-VE アクアドレーン スリット穴付き埋設型枠と排水性舗装による既設側溝暗渠化工法 共通工 活用促進技術

29 QS-100009-V
環境対策機能を搭載した防振防音タイプさく岩機
[略称:TOKU防振RD]

振動障害予防対策を配慮し、低振動化・低騒音化の実現 共通工

29 QS-100012-A スーパーロックEX工法 小型機によるアースオーガ特殊ビット併用岩盤掘削工法 基礎工

29 QS-100017-A トランスEX工法 維持管理性に優れた透明材導水樋工法 道路維持修繕工

29 QS-100024-V IDジョイント 新機能誘発目地 コンクリート工

29 QS-110006-VR FA ボックス
セグメント式プレキャストコンクリート製斜角大型ボックスカルバート及びウ
イングウォール

共通工 活用促進技術

29 QS-110007-A ガードクリフ ガードレール基礎一体型L型擁壁 共通工

29 QS-110013-A 空中窒素固定菌誘導型緑化工法
綿状竹短繊維緑化基材を用いた空中窒素自然供給誘導システムによる
植生工

共通工

29 QS-110021-A マサコート(遮熱・断熱・抗菌の水性塗料)
遮熱、断熱性に加え、酸化チタンの光触媒による抗菌効果(防汚性)を有す
る多機能性水性塗料。

建築

29 QS-110022-VE TVセンサー安全監視システム 監視カメラの動画像の画像処理による安全監視システム 電気通信設備

29 QS-110039-A 応力集中型 鋼製防護柵 「FLEMBEE」 フレンビー 現場状況に合わせてフレキシブルに対応する橋梁用ビーム型防護柵 付属施設

29 QS-120015-A リピッカ
既設視線誘導車線分離標に被せるだけで、汚染された既設視線誘導車線
分離標の機能回復ができる。

付属施設

29 QS-130008-A WCS 工法
加水制御型自走式土質改良機による砂防ソイルセメント(INSEM材)製造機
械

砂防工

29 QS-130018-A Fe石灰ライト 泥土・発生土用土質改良材 土工

29 QS-130037-A ピッと側溝
蓋版の種類を自由に変えることができ、底版調整コンクリートの施工が容
易な自由勾配側溝

共通工

29 QS-140013-A
湿式ポリマーセメントモルタルの品質管理試験器
『やわらか管理クン』

ポリマーセメントモルタルの品質を現場で簡易かつ短時間に測定 コンクリート工

29 QS-150004-A 作業者接近検知システム
検知機を搭載した建設機械と、ICタグを装着した作業者の双方に接近(危
険)を警告するシステム。

その他

29 QS-150012-A グーリッド 即日開放蓋版 共通工

29 QSK-150003-A
自律水温制御パイプクーリングシステム「WIT P-
Cool 3A」

自律水温制御機能を有するマスコンクリートのパイプクーリングシステム 港湾・港湾海岸・空港

平成２８年３月末現在
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◆九州に登録され九州に本社を置く業者により開発された
新技術のうち、九州地方整備局管内の活用件数の多い新技術◆

（全ての活用型を含む）
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◆活用促進型［試行］（概要）◆
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案 内 図

交通アクセス

国土交通省九州地方整備局
九 州 技 術 事 務 所
（九州防災・火山技術センター）

〒830-8570 福岡県久留米市高野1丁目3番1号
TEL：0942-32-8245 FAX：0942-32-8295
Ｅ-ｍａｉｌ kyugi-netis@qsr.mlit.go.jp
ホームページアドレス http://www.qsr.mlit.go.jp/kyugi/

久留米インターから車で 約10分
JR久留米駅からタクシーで 約10分

バスで 約20分
西鉄宮の陣駅から徒歩で 約10分

徒歩 約50分
バス 約20分
タクシー 約10分

至
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